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管　形　　五竜岳の武田菱

新
緑
所
感

厳
し
い
冬
だ
っ
た
だ
け
に
､
よ
り
新
緑
の
み
ず
み

ず
し
さ
は
'
生
命
に
躍
動
と
､
そ
よ
吹
く
薫
風
と
と

も
に
夢
と
希
望
を
与
え
て
-
れ
る
｡

自
然
の
リ
ズ
ム
や
､
自
然
を
満
喫
で
き
る
恵
ま
れ

た
環
境
に
感
謝
の
気
特
が
一
層
お
く
｡

太
古
の
時
代
か
ら
人
々
も
緑
を
求
め
て
移
動
を
繰

り
返
し
､
農
耕
を
知
り
大
地
に
走
者
す
る
よ
う
に
在

っ
て
か
ら
緑
と
と
も
に
生
き
て
き
た
｡

こ
う
し
た
中
で
人
と
人
と
の
出
合
い
や
､
も
の
と

人
と
の
出
合
い
に
よ
っ
て
の
生
き
方
が
あ
っ
た
｡

私
達
の
暮
し
の
中
で
'
対
話
と
理
解
と
と
も
に
共

存
を
桶
感
し
､
生
活
環
規
を
よ
り
よ
-
す
る
に
は
､

自
ら
の
責
任
と
努
力
と
感
覚
を
失
っ
て
は
在
ら
な
い

と
円
i
う
｡

近
年
の
農
業
面
で
も
省
力
化
､
機
械
化
が
進
み
､

利
潤
追
求
に
走
り
殺
虫
剤
や
除
草
剤
を
大
量
に
散
布

し
､
結
局
は
短
期
的
に
は
人
体
に
影
響
が
少
な
-
て

も
子
孫
の
世
代
に
顕
在
化
す
る
可
能
性
が
秘
め
ら
れ

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
時
､
除
草
剤
は
絶
対
に
便

れ
ず
､
農
薬
は
で
き
る
だ
け
使
わ
な
い
等
の
　
｢
緑
健

農
法
｣
　
に
よ
る
契
約
栽
培
が
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い

る
｡

ま
た
､
都
市
化
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
緑
が
失

わ
れ
た
こ
と
に
気
づ
き
､
現
在
緑
化
へ
の
見
直
し
が

進
め
ら
れ
て
い
る
｡

さ
ら
に
思
う
こ
と
は
､
平
和
こ
そ
私
道
の
共
通
の

願
い
で
あ
り
'
残
酷
で
悲
惨
を
鼓
争
は
､
こ
の
か
け

が
え
の
な
い
緑
が
失
わ
れ
る
ば
か
り
で
を
く
､
尊
い

生
命
ま
で
も
失
う
こ
と
の
恩
か
さ
を
思
う
時
､
今
日

宇
宙
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
で
､
私
達
に
と
っ
て
地

球
は
国
税
の
な
い
唯
一
の
故
郷
で
あ
る
こ
と
を
改
め

て
認
識
し
｢
出
井
不
敬
｣
の
誓
い
を
新
た
に
し
た
い
｡

植
物
の
も
つ
不
思
議
な
力
や
'
北
ア
ル
プ
ス
に
咲

-
草
花
に
も
思
い
を
い
た
し
､
白
黒
の
中
に
浩
無
の

気
を
養
う
と
と
も
に
､
新
緑
の
中
に
建
つ
市
立
大
町

山
岳
博
物
館
が
､
親
し
ま
れ
､
愛
さ
れ
将
来
へ
の
使

命
と
役
割
を
果
す
た
め
に
､
よ
り
充
実
さ
れ
､
み
ず

み
ず
し
い
明
日
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
さ
ら
に
与
え
て

頂
く
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
｡

(
山
岳
博
物
館
協
議
会
委
員
･
北
澤
善
一
)
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第2図　ホイタカー(1969)の系統樹｡生物界は､モネラ､プロ

チスタ､植物､カビと動物の五界からなる｡

a 劔cTをtt 

nー _t S ��ｷﾖﾆ�貳�R�_旦少i竺竺一.i. 僊lーiltmtia � 

/-~一一一-､一一一一-､､ Cormoh〃 仂8ｶ9Y����艇耳耳��ﾖ�����E�耳蒔BﾒﾚB�

禁霊魂蕗 Jt/''中東一◆ 67mm,JIJ`一㌦ 叫′一 /濾.pm航..,:1 剩���2ﾂﾄ偵�鵤�6ﾔﾇ��霎2��J農○○賀lh′ 細密怨霊,,'cb'I' 價lpiLL型虫 かき.青〃㌦lU- i′一人.i∴○○ VerllIIIl ノi′叩ci んJo nei● I●〃ー I.'Lk0.,1. ���������

J 6_),47温.&,.鴫o eI.種 箸tｧvW�愑yV��ﾈ<��

γ )ノ(義.knを- ��8�h8�耳�"�

ll. 豫Hｽcr駭�*B�呈T定;��ﾂﾔ2ﾂ�疲V�"���ｨ示毎�2�

∴↓悪 劔?����Ε｢�LIJPJqcc叫 hH.I.-0- ･12､ 班 ′】 �3�b���6��粐��餉b�墜&Xﾖ&ﾖ�R�ﾈ�ﾆ毎�ﾈ耳�ｧD��

.′iー〟一tc.一 .高144構 `鎧 l1... 8%,I, 4.iel ���｢�∴三 

I.､0...AAS:- ･t=. C.〃調P" phJ3. 1↓/ Ad1-.両lui,i､.-i-.i.ーii.↑ 濡$ﾒﾒ��6I*｢齏"粨ﾙ2�6��ﾂ��ﾈ�ﾈ�ｲ�&�幽�ⅲ��ｨ*B��ｹ�8ﾈﾈ抦璽��ﾒ��譁ﾒ謦��葡�B�

PrSIa ーlan(●●AniI一品種 �1 

華麗簿' b 匁�ﾆﾆ�"��I�ﾈﾆ薮'U���lIoncreB aqloかmn ( 

第1図　へッケル(1866)の系統樹｡生物界は､植物､プ
ロチスタ(原生生物)と動物の三界からなる｡

館物悼と山

現
状
レ
ポ

微
生
物
の
分
類
大
系

北
ア
ル
プ
ス
の
高
山
や
極
地
の
氷
雪
が
､
赤
､
黄
､

緑
色
に
､
緑
藻
の
コ
ナ
ミ
ド
リ
､
黄
色
鞭
毛
藻
の
二

七
と
カ
リ
モ
､
珪
藻
の
オ
ビ
ケ
イ
ソ
ウ
な
ど
で
､
彩

ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
｡
途
方
も
な
-
長
い
間
､
毎
夏
､

繰
り
返
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
｡
片
田
舎
の
池
沼
で

も
､
ホ
面
に
広
が
る
藻
の
集
団
､
藍
藻
の
ア
オ
コ
な

ど
が
､
『
水
の
華
』
と
呼
ば
れ
､
有
史
以
来
(
?
)

親
し
ま
れ
て
き
た
｡
今
､
諏
訪
湖
や
霞
ケ
浦
を
濃
く

染
め
る
高
度
成
長
の
『
仇
花
｣
も
､
こ
の
ア
オ
コ
で

あ
る
｡
湖
や
海
洋
に
ま
で
及
ん
だ
の
は
､
こ
こ
十
数

年
来
の
出
来
事
で
あ
る
｡

微
生
物
は
､
か
つ
て
'
ペ
ス
ト
な
ど
病
原
菌
と
し

て
恐
れ
ら
れ
た
細
菌
､
淡
水
魚
が
食
む
水
垢
と
も
呼

丸

　

山

　

　

　

晃

は
れ
る
藻
'
味
鴫
や
酒
を
醸
造
す
る
酵
母
な
ど
の
カ

ビ
と
夜
光
虫
な
ど
の
原
生
動
物
か
ら
な
る
顕
微
鏡
的

な
､
微
小
生
物
群
の
総
称
で
あ
る
｡
局
視
的
を
､
コ

ン
プ
な
ど
の
大
型
藻
や
高
等
動
植
物
に
対
立
す
る
人

為
的
生
物
群
で
あ
る
｡
プ
ロ
ナ
ス
タ
と
呼
ば
れ
た
こ

と
も
あ
る
｡
微
生
物
は
､
古
く
か
ら
､
人
間
生
活
と

深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
て
き
た
｡
そ
し
て
今
､
地
球

汚
染
の
指
標
牛
物
と
し
て
警
告
を
楽
し
､
ま
た
､
遺

伝
子
操
作
な
ど
の
対
象
生
物
と
し
て
工
業
や
農
業
に

大
き
-
繰
り
込
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
｡

こ
の
微
小
を
生
物
に
つ
い
て
も
､
二
〇
年
末
の
生

化
掌
や
電
子
願
微
鏡
の
発
達
に
よ
り
､
分
子
や
そ
の

上
位
の
微
細
構
造
レ
ベ
ル
で
の
情
報
集
積
か
ら
'
確

度
の
高
い
分
輔
系
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
｡
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
､
教
十

億
年
経
て
創
造
さ
れ
た
自
然
の
体
系
が
､
生

物
の
種
の
壁
を
破
っ
て
行
な
わ
れ
る
遺
伝
子

操
作
な
ど
に
よ
り
､
壊
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
｡
技
術
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
し
て
､
果
し
て

超
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
｡
高
度
を
人
間
の
敏

和
が
求
め
ら
れ
よ
う
｡

一
､
分
類
群
設
立
の
歴
史

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

(

3

8

4

-

3

2

2

B

C

)

は
'
動
物
界
を
有
血
と
無
血
動
物
に
二
分
し

た
｡
そ
れ
ぞ
れ
今
日
の
脊
椎
と
無
脊
椎
動
物
　
n
g
､

に
相
当
す
る
｡
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
植
物
界
　
恥

に
つ
い
て
の
記
述
は
､
失
わ
れ
て
い
て
､
今

日
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡
テ
オ
フ
ラ
ス
ト

ス
　
(
3
7
-
-
2
8
6
B
C
)
　
は
､
植
物
界

を
喬
木
､
濯
木
､
宿
根
草
と
草
本
の
四
滴
に

分
け
た
｡
一
六
世
紀
に
な
る
と
､
針
葉
樹
､

e

唇
形
､
菊
な
ど
の
話
科
が
認
識
さ
れ
'
古
代
　
両

に

比

べ

一

新

す

る

｡

ボ

ー

ア

ン

(

1

5

6

0

　

的

-
1
6
2
4
)
は
'
こ
れ
ら
顕
花
植
物
の
諸

科
を
認
め
た
が
､
他
方
顕
花
植
物
の
浮
草
科
と
鮮
苔

類
､
ま
た
海
綿
頬
と
海
藻
類
を
一
括
し
て
い
た
｡
こ

の
時
期
に
は
､
ま
た
顕
花
と
隠
花
植
物
の
対
立
関
係

は
捉
え
ら
れ
て
い
を
か
っ
た
｡
そ
れ
は
､
ボ
ー
ア
ン

か
ら
二
百
年
後
'
ゲ
ル
ト
ナ
ー
に
よ
り
種
子
と
胞
子
の

相
異
が
示
さ
れ
､
明
ら
か
に
さ
れ
る
二
六
八
六
年
か

ら
一
七
〇
四
年
に
､
レ
ー
は
､
不
完
全
植
物
群
に
羊
歯

類
､
鮮
苔
頬
､
海
生
植
物
と
菌
類
を
帰
属
さ
せ
た
｡
顕

花
植
物
は
､
双
千
葉
と
単
子
葉
植
物
に
二
分
さ
れ
た
つ

顕
微
鏡
的
微
生
物
の
記
述
は
､
一
六
七
五
年
､
レ

ー
ウ
エ
ン
フ
ッ
ク
の
滴
虫
の
発
見
に
始
ま
る
｡
こ
の

時
､
梓
状
菌
も
描
か
れ
て
い
る
｡
〓
ハ
八
〇
年
に
は
､

ビ
ー
ル
か
ら
酵
母
が
見
出
さ
れ
て
い
る
｡
一
八
一
二

年

､

キ

ュ

ウ

イ

工

は

､

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

以

来

の

動

物
分
類
を
大
き
く
進
め
た
｡
動
物
界
は
脊
椎
､
軟
体
､

関
節
と
放
射
動
物
の
四
円
に
分
け
ら
れ
､
放
射
動
物

に
頼
皮
動
物
､
滴
虫
類
を
ど
の
四
綱
が
置
か
れ
た
｡

放
射
動
物
に
つ
い
て
は
､
一
八
四
〇
年
末
'
大
き
な

変
革
が
起
き
る
｡
滴
虫
類
や
有
孔
虫
類
は
､
単
細
胞

生
物
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
､
原
生
動
物
門
が
設

け
ら
れ
た
｡
一
八
八
〇
年
､
ア
イ
と
ラ
ー
は
､
隠
花

植
物
を
羊
歯
､
鮮
苔
と
葉
状
植
物
に
分
け
た
｡

一
八
八
六
年
､
ヘ
ッ
ケ
ル
は
､
そ
れ
ま
で
の
植
物

と
動
物
か
ら
な
る
二
界
シ
ス
テ
ム
に
プ
ロ
チ
ス
タ
を

加
え
'
三
界
シ
ス
テ
ム
と
し
た
｡
植
物
界
に
は
､
後

生
植
物
と
一
部
の
多
細
胞
藻
､
動
物
界
に
は
､
後
生

動
物
と
一
部
の
原
生
動
物
を
所
属
さ
せ
､
原
始
的
な

殆
ん
ど
の
単
細
胞
生
物
を
､
プ
ロ
チ
ス
タ
界
に
帰
属

さ
せ
た
｡
一
九
三
八
年
､
コ
ー
プ
ラ
ン
ド
は
､
プ
ロ

チ
ス
タ
界
を
バ
ク
テ
リ
ア
と
藍
藻
よ
り
上
位
の
生
物

群
に
限
定
し
'
二
群
を
モ
ネ
ラ
界
と
し
て
独
立
さ
せ

た
｡
さ
ら
に
､
一
九
六
九
年
､
ホ
イ
タ
カ
-
は
､
モ

ネ
ラ
､
プ
ロ
ナ
ス
タ
､
カ
ビ
'
植
物
と
動
物
の
五
界

シ
ス
テ
ム
を
示
し
､
多
細
胞
で
､
多
核
の
藻
群
と
多

-
の
カ
ビ
を
プ
ロ
テ
ス
タ
界
か
ら
分
離
し
､
そ
れ
ぞ

れ
植
物
界
へ
の
追
加
と
カ
ビ
界
の
独
立
に
あ
て
た
｡

他
方
へ
一
九
〇
〇
年
､
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
は
､
主
と

し
て
､
漢
詩
が
(
一
)
緑
藻
と
線
虫
､
こ
れ
か
ら
非
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第3図　7.ノステンセン(1964)の系統樹o生

物界は､バクデノア､藍藻･紅藻､叉状分岐
した緑色と褐色植物と後発のこ群から派生し
た動物とカビに段階区分される｡
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15

910 

1314 

第4回　生物の主要代謝系略図｡ 1-2-3-4-㌢ET_p 6_臥.27-4~3~2PP回路･ 8~9~10~

ll-9TCA回線､7-5-4-3-7CB国籍､8-12 FA (脂肪融合餓)経絡､ 10または11から13-14 ALA経路､ 8
_1くMA鱗強o_lf._17DAP縁檎_ll_17AAA経絡r i.グルコース､ 2.グルコース6~触酸･ 3･フ-15 MA線路､9-16-17DAP縁絡､11-17AAA経路r i ･クルコ~ス･ Z･フルコ~人o~煽照･ '

ルクト-ス6-鯛轍､ 4.クリセルアルデヒト3-鯛酸､ 5･ 3-本スホグリセリン酸､ 6･ピルと

7∴ノブロース5-鯛酸､8.アセチルーCoA･9･オキサロ酢酸､ 10･スクシニルCoA､ 11･ 2

キソクルタール轍. 13.アミノレフリン酸･ 16･アスパラギン酸､ 17･リシン｡

舵物情と山●
▲
-
J

つ
●

-ヽ
〕aOJ③

で
は
裸
出
､
真
核
生
物
で

は
蛋
白
質
と
結
合
し
`
核

分
裂
時
に
は
染
色
体
を
形

成
す
る
｡
細
胞
質
域
に
は
､

さ
ら
に
呼
吸
や
光
合
成
が

行
を
わ
れ
る
ミ
ト
コ
ン
ド

リ
ア
や
色
素
体
な
ど
の
区

画
が
あ
る
｡
前
核
と
真
核

生
物
群
で
は
､
細
胞
壁
の

構
成
で
も
異
な
る
｡
前
者

が
､
ペ
プ
チ
ド
架
橋
さ
れ

た
多
糖
で
あ
る
ペ
プ
チ
ド

グ
ル
カ
ン
か
ら
な
る
の
に

対
し
て
､
後
者
は
'
多
糖

で
あ
る
セ
ル
ロ
ー
ス
や
キ

藻
群
が
生
ず
る
､
(
二
)
不
等
毛
藻
と
褐
藻
の
二
系

列
か
ら
な
る
と
し
た
｡
そ
し
て
へ
一
九
六
四
年
､
ク

リ
ス
テ
シ
モ
ン
は
､
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
a
獲
得
の
藍
藻
､

核
を
獲
得
す
る
紅
藻
､
鞭
毛
を
も
ち
､
ク
ロ
ロ
フ
ィ

ル
b
の
有
無
に
よ
り
叉
状
分
岐
す
る
緑
色
と
紺
色
植

物
へ
の
段
階
区
分
を
し
た
｡
他
の
真
核
牛
物
は
､
後

二
者
か
ら
由
来
す
る
と
し
た
｡

こ
れ
よ
り
前
'
一
八
五
四
年
､
コ
ー
ン
が
､
始
め

て
バ
ク
テ
リ
ア
と
藍
藻
の
類
似
を
指
摘
し
て
か
ら
'

一
〇
〇
年
近
-
有
核
生
物
の
単
一
性
は
示
さ
れ
な
か

っ
た
｡
一
九
三
七
年
∴
ン
ヤ
ツ
ト
ン
は
'
接
核
型
と

有
核
型
の
対
立
群
に
､
始
め
て
『
前
核
的
』
と
責

核
的
』
の
術
語
を
用
い
た
｡
一
九
六
二
年
'
ス
ダ
ニ

ア

ー

と

フ

ア

ン

･

ニ

ー

ル

は

'

バ

ク

テ

リ

ア

と

藍

藻

が
､
真
核
と
は
異
な
る
前
核
と
称
さ
れ
る
細
胞
構
成

で
あ
る
こ
と
を
認
め
'
以
来
:
ン
ヤ
ツ
ト
ン
に
よ
り

示
さ
れ
た
二
つ
の
生
物
界
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
｡

二
､
前
､
真
核
生
物
界

生
物
界
は
､
前
核
と
真
核
生
物
群
に
二
大
別
さ
れ

る
｡
大
き
な
相
異
は
､
細
胞
体
制
に
あ
る
｡
前
核
生

物
群
で
は
､
遺
伝
物
質
領
域
と
周
囲
の
細
胞
質
を
分

け
る
構
造
が
な
い
｡
こ
れ
に
対
し
､
真
核
生
物
群
で

は
､
雨
域
は
核
膜
で
隔
て
ら
れ
る
｡
遺
伝
物
頃
で
あ

る
D
N
A
(
デ
オ
キ
シ
リ
ボ
核
酸
)
は
､
前
核
生
物

チ
ン
か
ら
在
る
｡

前
核
生
物
辞
は
､
三
〇
数
億
年
前
に
出
現
す
る
｡

真
核
生
物
群
は
､
ず
っ
と
遅
れ
て
一
五
億
年
前
に
登

場
す
る
｡
太
陽
系
の
年
齢
が
四
六
億
年
と
い
お
れ
る

か
ら
､
最
初
の
牛
命
､
生
物
が
生
ま
れ
る
の
に
一
〇

億
年
､
そ
れ
か
ら
真
核
生
物
辞
が
牛
ず
る
の
に
二
〇

億
年
間
要
し
た
こ
と
に
な
る
｡
真
核
生
物
群
が
登
場

す
る
ま
で
の
三
〇
億
年
間
に
'
生
物
が
も
つ
多
-
の

基
本
代
謝
系
が
出
現
す
る
｡
最
も
簡
単
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
獲
得
手
段
で
あ
る
発
酵
系
は
､
嫌
気
性
バ
ク
テ
リ

ア
で
獲
得
さ
れ
た
｡
発
酵
系
の
中
心
部
分
を
な
す
エ

ム

チ

ン

･

マ

ィ

工

ル

ポ

1

7

･

パ

ル

ナ

ス

経

路

(

E

M
P
)
は
､
嫌
気
的
酸
化
系
で
､
生
物
体
の
素
材
と

な
る
小
さ
な
炭
素
骨
格
を
供
給
す
る
｡
E
M
P
経
路

か
ら
分
岐
す
る
ベ
ン
ト
-
ス
燐
酸
回
路
(
P
P
)
は
､

核
酸
の
素
材
な
ど
を
供
給
す
る
｡
こ
れ
ら
の
経
路
は
､

脂
肪
酸
や
蛋
白
質
の
分
解
経
略
と
と
も
に
最
も
起
源

の
古
い
代
謝
系
と
み
ら
れ
､
す
べ
て
の
生
物
に
分
布

す
る
｡三

､
前
核
か
ら
真
核
生
物
群
へ

前
核
生
物
群
i
j
'
メ
タ
ン
生
産
菌
､
グ
ラ
ム
陰
生

嫌
気
性
蘭
､
放
旋
菌
へ
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
､
グ
ラ
ム
陽

生
菌
､
グ
ラ
ム
陰
生
化
学
自
栄
養
菌
､
グ
ラ
ム
陰
生

好
気
性
菌
､
光
合
成
菌
､
藍
藻
､
前
緑
藻
な
ど
で
棒

放
さ
れ
る
｡
こ
れ
ら
は
､
新
し
い
形
質
を
獲
得
し
､

段
階
的
に
出
現
し
て
-
る
｡
グ
ル
コ
ー
ス
､
脂
質
や

ア
ミ
ノ
酸
由
来
の
ア
セ
ナ
ル
グ
ル
ー
プ
の
完
全
酸
化

系
で
あ
る
ク
エ
ン
酸
回
路
(
T
C
A
)
と
P
P
回
路

か
ら
分
岐
す
る
炭
素
固
定
を
行
李
っ
カ
ル
ヴ
ィ
ン
･

ベ
ン
ソ
ン
回
路
(
C
B
)
は
､
E
M
P
経
路
や
P
P

回
路
に
続
い
て
登
場
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
｡
T
C

A
回
路
は
､
メ
タ
ン
生
産
菌
と
グ
ラ
ム
陰
生
嫌
気
性

菌
を
除
く
前
核
と
真
核
生
物
に
分
布
す
る
｡
C
B
回

路
は
､
右
記
二
群
､
放
旋
菌
と
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
を
除

く
前
核
と
真
核
生
物
で
出
現
す
る
｡
化
学
白
菜
糞
菌

で
は
､
無
機
物
酸
化
エ
ネ
ル
ギ
ー
､
光
合
成
生
物
で

は
､
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
､
主
と
し
て
へ
　
こ
の
C

B
回
路
で
炭
素
固
定
が
行
な
お
れ
る
｡
あ
る
群
の
白
､

従
属
栄
養
生
物
で
は
､
T
C
A
逆
回
路
で
行
な
わ
れ

る
｡

一
群
の
前
核
と
真
核
生
物
で
は
､
さ
ら
に
さ
ま
ぎ

臥
オ
　
　
ま
を
代
謝
経
路
が

ン

一

付
け
加
え
ら
れ
る
｡

ア
セ
チ
ル
ー
C
 
0

A
か
ら
分
岐
す
る

脂
肪
酸
合
成
系
で

は
､
分
子
が
伸
長

す
る
間
に
､
二
重

結
合
に
よ
り
､
不

飽
和
化
が
起
こ
る
｡

飽
和
と
一
不
飽
和

脂
肪
酸
は
､
す
べ

て
の
生
物
で
作
ら

れ
る
が
､
多
不
飽

和
脂
肪
酸
は
'
藍

藻
と
真
核
生
物
で

出
現
す
る
｡

ア

ミ

ノ

レ

フ

リ

ン
酸
経
路
(
A
L

A

)

と

メ

バ

ロ

ン

酸
経
路
(
M
A
)

は
'
そ
れ
ぞ
れ
T

c
A
回
路
分
枝
と

ア
セ
ナ
ル
ー
C
O

A
か
ら
発
す
る
｡

前
者
か
ら
'
後
述
の
光
化
学
系
や
呼
吸
鎖
の
電
子
担

体
で
あ
る
チ
ト
ク
ロ
ー
ム
や
フ
ィ
コ
ピ
リ
ン
蛋
白
の

ピ
ソ
色
素
部
分
が
生
成
さ
れ
る
｡
チ
ト
ク
ロ
ー
ム
は
'

早
期
に
出
現
し
'
生
物
界
に
広
-
分
布
す
る
｡
後
者

か
ら
'
光
合
成
補
助
色
素
で
あ
る
カ
ロ
チ
ノ
イ
ド
や

構
造
形
成
や
さ
ま
ざ
ま
な
代
謝
に
関
係
し
て
い
る
と

い
わ
れ
る
ス
テ
ロ
ー
ル
が
派
生
す
る
｡
炭
化
水
素
型

カ
ロ
チ
ノ
イ
ド
と
非
エ
ポ
キ
シ
型
キ
サ
ン
ト
フ
ィ
ル

は
､
あ
る
請
の
前
核
と
す
べ
て
の
真
核
生
物
が
も
つ

が
､
エ
ポ
キ
シ
型
キ
サ
ン
ト
フ
ィ
ル
は
､
カ
ビ
を
除

く
真
核
生
物
で
出
現
す
る
｡
キ
サ
ン
ト
フ
ィ
ル
は
'

酸
素
を
含
む
カ
ロ
チ
ノ
イ
ド
で
'
エ
ポ
キ
シ
ド
は
､

三
員
損
を
作
る
酸
化
物
で
あ
る
｡
A
L
A
と
M
A
両

経
路
の
生
成
物
か
ら
､
光
合
成
色
素
で
あ
る
バ
ク
テ

リ
オ
･
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
と
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
が
合
放
さ

れ
る
｡光

合
成
に
は
､
二
型
が
認
め
ら
れ
る
｡
光
合
成
バ

ク
テ
リ
ア
で
は
､
一
つ
の
反
応
中
心
(
光
化
学
系
-
)

を
も
ち
'
電
子
供
与
体
が
水
素
､
硫
化
水
素
を
ど
で

酸
素
を
発
生
し
な
い
｡
藍
藻
と
莫
核
光
合
成
生
物
で

は
､
二
つ
の
反
応
中
心
(
光
化
半
系
-
と
=
)
を
も

ち
'
電
子
供
与
体
は
水
で
､
酸
素
発
生
を
伴
寧
つ
｡

集
光
色
素
と
反
応
中
心
色
素
は
､
光
合
成
バ
ク
テ
リ

ア
で
は
､
バ
ク
テ
リ
オ
･
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
､
藍
藻
と

真
核
光
合
成
生
物
で
は
､
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
で
､
さ
ら

に
藍
藻
と
紅
藻
で
は
､
フ
ィ
コ
ピ
リ
ン
蛋
白
が
関
与

す
る
｡
両
型
と
も
'
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
が
行
な
お

れ
る
光
化
学
系
で
生
成
さ
れ
る
A
T
P
と
還
元
力
(

N
A
D
H
ま
た
は
N
A
D
P
H
)
を
用
い
､
先
の
C

B
回
路
で
炭
酸
固
定
が
行
な
わ
れ
､
グ
ル
コ
ー
ス
が

産
出
さ
れ
る
｡

光
合
成
装
置
は
'
光
合
成
バ
ク
テ
リ
ア
で
は
'
多

数
の
細
胞
膜
陥
人
か
楕
円
形
の
色
素
腹
膜
､
藍
藻
で

博
､
ス
ト
ロ
マ
と
呼
ば
れ
る
問
質
を
は
さ
み
､
チ
ラ

コ
イ
ド
と
呼
ば
れ
る
板
状
の
施
薬
が
重
層
す
る
｡
光

合
成
系
は
'
光
合
成
バ
ク
テ
リ
ア
と
藍
藻
で
発
展
､

成
立
し
た
｡
そ
し
て
'
藍
藻
の
出
現
に
よ
る
大
気
中

の
酸
素
の
増
大
は
'
酸
素
呼
吸
を
す
る
生
物
群
の
登

場
と
や
が
て
爆
発
的
を
真
核
生
物
の
出
現
を
も
た
ら

す
｡
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第5回　系統樹(丸山､ 1980改変)　　生育勿界
は､前核と真核生物界に二分される.真核生物
は､前核生物起源の緑色生物､それから分岐し
た褐色生物と後発のニー群由来のカヒ1 ､動物
1､カヒ11と動物l Iで構成される　円錐頂　つ

点と底面は､それそれ起源と現生生物を示す

鰭物情と山

呼
吸
系
は
､
E
M
P
経
路
か
ら
T
C
A
回
路
へ
の

呼
気
的
過
程
と
呼
吸
鎖
が
共
役
し
成
立
す
る
二
　
T
C

A
回
路
で
生
じ
た
N
A
D
H
な
と
が
供
給
す
る
童
子

は
､
呼
吸
鎖
の
.
通
の
チ
ト
ク
ロ
ー
ム
を
語
で
最
終

的
に
酸
素
に
流
れ
る
(
　
流
れ
落
ち
る
間
に
大
部
分
の

電
子
を
失
い
'
A
T
P
に
保
存
さ
れ
る
､
し
呼
吸
系
は

後
期
に
登
場
す
る
好
気
的
前
核
生
物
で
形
成
さ
れ
た

四
､
緑
色
と
褐
色
生
物
群

典
核
光
合
成
生
物
は
､
線
色
と
鶴
亀
生
物
群
に
二

分

さ

れ

る

｡

調

音

に

は

'

紅

藻

'

ブ

ラ

シ

!

淡

､

緑

藻
､
鯨
項
と
高
等
植
物
'
後
者
に
は
､
満
願
藻
､
ク

リ
フ
ト
藻
､
黄
金
溌
'
黄
色
鞭
毛
藻
､
褐
藻
､
珪
藻

な

ど

が

い

れ

ら

れ

る

｡

こ

れ

ら

は

､

グ

ロ

ロ

7

-

ル

a

の

ほ

か

に

'

そ

れ

ぞ

れ

ク

ロ

ロ

フ

ィ

ル

b

と

C

を

も

つ

一

∪

ク

ロ

ロ

7

-

ル

a

と

b

は

､

そ

れ

ぞ

れ

前

核

生
物
の
藍
灘
と
前
緑
藻
で
す
で
に
獲
得
さ
れ
た
ー
紅

藻

は

､

ク

ロ

ロ

7

-

ル

b

を

も

た

な

い

が

､

大

矢

し

た
と
み
ら
れ
る
｡

緑
色
牛
物
語
の
色
素
体
膜
は
､
線
虫
を
除
い
て
二

重
で
'
褐
色
呈
物
語
で
は
､
渦
鞭
藻
を
除
い
て
二
重

の
色
素
体
膜
の
外
側
に
'
二
重
の
色
素
体
中
胞
体
膜

(
色
素
体
E
R
)
を
も
つ
｡
都
合
､
四
重
膜
で
包
ま

れ
る
｡
線
虫
と
渦
鞭
藻
比
'
三
重
の
色
素
体
膜
を
も

ち
､
緑
色
と
禍
色
生
物
群
の
う
ち
で
は
､
特
異
で
あ

る
｡

紅
藻
は
､
藍
藻
と
同
じ
一
重
チ
ラ
コ
イ
ド
を
も

が
'
そ
の
は
か
の
緑
色
生
物
群
､
満
願
藻
と
ク
リ
フ

上

演

は

､

.

か

ら

多

重

の

チ

ラ

コ

イ

ト

が

密

着

し

た

結
合
型
チ
ラ
コ
-
ト
､
そ
の
他
の
鶴
亀
生
物
群
は
､

:
.
重
チ
ラ
コ
イ
ト
が
僅
か
に
間
隔
を
と
る
非
結
合
型

テ
ラ
コ
-
ト
を
も
つ
っ
　
こ
れ
ら
結
合
と
非
結
合
型
テ

ラ

コ

イ

ド

が

､

ス

ト

ロ

マ

を

は

さ

み

重

層

し

､

色

素

体
内
の
大
部
分
が
埋
め
ら
れ
る
"
J

色
素
体
は
､
繰
出
D
N
A
と
チ
ラ
コ
-
ト
頒
域
か

ら
な
る
藍
藻
類
似
の
前
校
体
制
で
､
ま
た
前
校
生
物

と
同
一
系
列
の
蛋
白
質
合
成
装
置
で
あ
る
リ
ボ
ソ
ー

ム
を
も
ち
､
前
校
生
物
と
の
か
か
わ
り
を
示
す
(
　
藍

藻
と
紅
藻
で
は
､
チ
ラ
コ
-
ト
表
面
に
7
-
コ
ビ
リ

ソ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
7
-
コ
､
ピ
リ
ン
蛋
白
部
分
が
あ

る
ニ
ク
リ
ブ
ト
藻
で
も
7
-
コ
ピ
リ
ン
蛋
白
を
屯
つ

が
'
チ
ラ
コ
-
ド
宛
肉
に
あ
る
一
｡
藍
藻
と
紅
藻
の
7

-
コ
ピ
リ
ン
蛋
白
は
､
血
清
辛
的
に
も
鯛
似
す
る
.

二
重
膜
か
ら
な
る
呼
吸
器
宮
で
あ
る
ミ
ト
コ
ン
ド

リ
ア
は
､
ク
リ
ス
テ
と
呼
げ
れ
る
内
膜
陥
入
部
を
も

つ
｡
緑
色
生
物
群
と
ク
リ
プ
ト
藻
で
は
､
板
状
型
ク

リ
ス
テ
､
ク
リ
プ
ト
藻
を
除
-
褐
色
偉
物
辞
で
は
､

管
状
型
ク
リ
ス
テ
を
も
つ
｡

真
核
生
物
は
､
有
糸
核
分
裂
を
す
る
一
り
綱
核
生
物

の
無
糸
分
裂
と
対
比
さ
れ
る
｡
核
分
裂
時
に
現
わ
れ

る
紡
錘
糸
は
､
微
小
管
束
で
で
き
て
い
る
｡
ま
た
'

中
心
子
や
そ
れ
が
移
動
し
て
形
成
さ
れ
る
鞭
毛
の
基

底
小
体
'
鞭
毛
の
基
幹
や
鞭
毛
根
系
も
微
小
管
で
構

成
さ
れ
る
｡
微
小
管
は
､
真
核
生
物
よ
り
細
い
前
核

微
小
管
と
は
区
別
さ
れ
､
真
核
生
物
の
登
場
に
際
し

出
現
し
た
∩
-

紅
藻
を
除
く
真
核
光
合
成
生
物
で
は
､
二
本
の
中

央
と
九
対
の
周
辺
微
小
管
で
構
威
さ
れ
る
2
+
9
構

造
と
呼
ば
れ
る
鞭
毛
を
も
つ
｡
前
核
生
物
の
鞭
毛
は
'

フ
ラ
ン
エ
リ
ン
螺
旋
の
中
空
構
造
で
､
真
核
鞭
毛
と

は
異
質
で
あ
る
｡
2
+
9
構
造
鞭
毛
は
､
細
胞
膜
で

覆
わ
れ
る
が
､
そ
の
表
廓
が
無
構
造
の
平
滑
鞭
毛
と

非
管
状
､
管
状
の
別
が
あ
る
毛
状
体
を
付
着
す
る
｡

管
状
毛
状
体
は
､
渦
鞭
藻
を
除
く
褐
色
生
物
群
で
も

つ
｡
平
滑
鞭
毛
と
無
管
状
毛
状
体
は
､
広
く
真
核
光

合
成
生
物
に
分
布
す
る
｡

ブ
ラ
シ
ノ
藻
と
緑
藻
綱
､
7
才
サ
綱
な
ど
一
群
の

緑
藻
で
は
､
瀬
毛
根
系
が
-
守
状
の
微
小
管
根
､
ま

た
緑
藻
の
輪
藻
綱
と
後
生
植
物
で
は
､
刑
牛
の
微
小

箱
根
と
多
層
権
道
椴
(
M
L
s
)
を
も
つ
-
.
M
L
s

は
､
あ
る
種
の
練
広
で
も
加
ら
れ
､
輸
藻
郷
と
謡
等

植
物
の
起
源
は
前
著
の
プ
ラ
､
､
/
ノ
藻
系
列
以
外
に
求

め
ら
れ
る
｡

補
色
生
物
請
は
'
満
願
藻
､
ク
リ
フ
上
演
､
そ
の

他
の
辞
の
順
序
で
派
生
し
た
と
み
ら
れ
る
ー
∪
後
出
群

で
は
､
鞭
毛
塞
部
隆
起
､
塞
底
小
作
と
2
+
9
構
造

移
行
部
螺
旋
櫛
造
､
色
素
体
股
下
の
環
状
テ
ラ
コ
1

-
層
を
と
を
も
ち
､
満
願
藻
と
ク
リ
フ
ト
藻
か
ら
直

別
さ
れ
る
∩

五
､
カ
ビ
と
動
物

緑
色
と
褐
色
生
物
群
は
'
特
異
な
性
質
を
も
つ
移

行
群
と
も
み
ら
れ
る
紅
藻
､
線
虫
'
渦
鞭
藻
'
ク
リ

フ
ト
灘
を
か
か
え
､
均
.
群
と
は
い
え
な
い
が
､
真

核
光
合
成
生
物
の
二
大
分
岐
が
起
き
た
こ
と
は
確
か

を
よ
う
で
あ
る
｡
真
核
生
物
は
､
こ
れ
ら
日
栄
饗
の

光
合
成
生
物
の
ほ
か
に
､
他
栄
養
の
カ
ビ
と
動
物
で

構
成
さ
れ
る
｡
カ
ビ
と
動
物
は
'
新
た
に
獲
得
さ
れ

た
栄
養
様
式
を
も
つ
牛
物
群
で
､
カ
ビ
は
細
胞
外
に

分
泌
す
る
酵
素
で
寄
生
聖
物
体
を
ど
を
分
解
し
吸
収
､

動
物
は
食
物
を
細
胞
内
に
取
り
込
み
消
化
す
る
こ
と

で
特
徴
ず
け
ら
れ
る
｡
ま
た
'
カ
ビ
は
キ
チ
ン
壁
で

形
造
ら
れ
､
動
物
は
細
胞
膜
が
裸
出
す
る
｡
多
-
の

真
核
光
合
成
生
物
は
､
セ
ル
ロ
ー
ス
壁
を
も
つ
が
'

裸
細
胞
群
も
認
め
ら
れ
る
｡

カ
ビ
は
､
(
一
)
　
ツ
ポ
カ
ビ
､
接
合
菌
'
子
撮
菌

と
担
子
菌
､
(
二
)
卵
菌
と
サ
カ
ゲ
ツ
ポ
カ
ビ
'
動

物
は
'
(
一
)
襟
鞭
毛
虫
へ
　
ボ
ド
ニ
ナ
､
ト
リ
パ
ノ

ソ
-
マ
､
一
部
の
根
足
虫
と
太
陽
虫
の
原
生
動
物
と

後
生
動
物
'
(
二
)
右
以
外
の
放
散
虫
､
有
孔
虫
､

繊
毛
虫
な
ど
の
原
生
動
物
か
ら
な
る
｡
こ
こ
で
カ
ビ

と
動
物
を
そ
れ
ぞ
れ
二
分
し
た
の
は
､
カ
ビ
と
動
物

の
第
一
群
は
'
緑
色
色
物
､
第
二
群
は
'
褐
色
生
物

群
に
類
似
す
る
か
ら
で
あ
る
｡
第
一
と
二
群
は
､
そ

れ
ぞ
れ
緑
色
と
褐
色
生
物
群
の
派
生
群
と
も
み
ら
れ

る
｡
第
一
群
は
､
板
状
型
ク
リ
ス
テ
､
第
二
群
は
､

管
状
型
ク
リ
ス
テ
を
も
つ
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
を
も
つ
｡

カ
ど
の
第
二
詳
と
あ
る
種
の
動
物
群
で
は
､
管
状
毛

状
体
を
も
つ
騒
毛
を
所
有
す
る
一

ア
-
ノ
酸
､
リ
シ
ン
の
生
合
成
経
路
に
は
､
シ
7

-

ノ

ヒ

メ

リ

ン

酸

　

(

D

A

P

一

と

ア

ミ

ノ

ア

シ

と

､

/

酸
(
A
A
A
)
　
の
両
経
由
が
知
ら
れ
て
い
る
｡
線
虫

を
隙
/
､
緑
色
生
物
と
カ
と
の
窮
.
群
で
は
'
D
A
P

経
由
を
と
る
｡
前
核
生
物
も
問
経
路
を
と
る
｡
練
血

と
カ
と
の
第
二
辞
で
は
､
A
A
A
経
由
で
あ
る
｡

六
､
む
す
び

D
N
A
分
子
士
の
塩
鳩
配
列
は
､
メ
ソ
セ
ン
シ
ャ

I
R
N
A
(
リ
ボ
核
酸
)
を
介
し
て
'
構
造
や
代
謝

系
を
支
配
す
る
個
々
の
蛋
白
質
分
子
の
ア
ミ
ノ
酸
配

列
を
決
定
す
る
.
D
N
A
分
子
上
の
四
つ
の
塩
基
の

う
ち
三
つ
の
特
定
配
列
が
､
一
つ
の
ア
ミ
ノ
酸
を
指

定
す
る
が
､
進
化
の
過
程
で
､
繰
り
返
し
起
き
た
塩

基
置
換
の
痕
跡
が
､
D
N
A
や
蛋
自
質
分
子
に
刻
ま

れ
る
｡
こ
れ
ら
の
生
き
た
化
石
と
い
え
る
情
報
高
分

子
の
塩
基
置
換
と
そ
の
結
果
起
き
る
ア
ミ
ノ
酸
語
族

の
度
合
か
ら
､
さ
ま
ざ
ま
な
現
生
生
物
群
が
'
い
つ

生
じ
た
か
､
そ
の
如
来
が
推
定
で
き
る
｡

ま
だ
'
デ
ー
タ
は
限
ら
れ
て
い
る
が
､
生
物
界
に

広
-
分
布
す
る
チ
ト
ク
ロ
ー
ム
C
や
リ
ボ
ソ
ー
ム
R

N
A
を
ど
で
得
ら
れ
た
結
果
は
､
こ
こ
で
述
べ
て
き

た
分
頼
大
系
に
､
部
分
的
で
は
あ
る
が
一
致
す
る
｡

こ
の
よ
う
な
方
法
を
用
い
て
､
真
核
生
物
の
起
源
を

含
め
'
よ
り
碓
か
な
進
化
の
道
筋
が
'
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
く
だ
ろ
う
｡

(
東
京
大
字
応
用
微
生
物
研
究
所
助
手
)

博
物
館
だ
よ
り

春
の
草
花
と
山
菜
展

5
月
2
7
日
よ
り
6
月
3
日
ま
で
講
堂
で
開
催
さ
れ

ま
す
｡
同
展
の
み
の
入
場
は
無
料
で
す
｡

山

と

博

物
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